
ながしま恵比寿市実行委員会

本地震被災者への一助に熊
　毎月第４日曜日に開催される「ながしま恵比寿
市」が、4 月 24 日に茅屋漁港で開催されました。
　熊本地震の直後ということもあり、ながしま恵
比寿市実行委員会では「熊本の被災者へ何か手助
けしたい」と義援金箱の設置を決定。多くの来場
者から義援金を募りました。
　翌 25 日、同実行委員会を代表して𠮷武真知子
さんが役場を訪れ、集まった義援金を川添町長へ
手渡しました。
　この義援金は、長島町社会福祉協議会を通じて、
日本赤十字社へ送金されることになっています。

↑安全運転を呼びかける参加者

　恒例の交通安全キャンペーン「ジャガイモ作戦」
が５月１日、役場指江庁舎前で行われました。
　この日は、阿久根地区交通安全協会長島西支部
や長島ライオンズクラブ、近隣集落の婦人部ら約
50 人が参加。用意した 200 ㌔、300 パックの蒸
かしじゃがいもを、国道 389 号線を通るドライ
バーに１パックずつ手渡し、交通事故防止を訴え
ました。
　ゴールデンウィーク中の作戦実施ということ
で、県外からの車も多く、交通安全の呼びかけと
あわせて、長島の特産品ＰＲにもつながりました。
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↑多くの来場者でにぎわう本町ブース

関西かごしまファンデー

島弁と関西弁が飛び交い大繁盛長
　４月 17 日、京セラドーム大阪（大阪市）で第
12 回関西かごしまファンデーがありました。こ
のイベントは、関西鹿児島県人会総連合会主催で、
鹿児島県をはじめ本町を含む県内の多くの自治体
が参加し、関西に鹿児島をＰＲするものです。
　毎年出展する本町のブースには、鰤王やアオサ
などの水産加工物、赤巻きや焼酎などの特産品が
所狭しと並び、来場者の目を引きました。恒例と
なったこのイベントには、関西ながしま会（金磯
清隆会長）会員のかたが売り子として参加し、川
添町長ら職員と一緒になって地元のＰＲに声を張
り上げました。
　会員らは、懐かしいふるさとの味を求めて来場
した本町出身者や地元買い物客らに、時折長島弁
を交えながら関西弁を巧みに使いこなし、売上げ
に貢献しました。会員らの貢献により、イベント

↑川添町長へ義援金を手渡す𠮷武さん

終了の１時間前には全ての特産品が完売。参加者
全員に笑顔がこぼれました。
　前日の準備から応援に駆けつけた金磯会長は

「今年も地元長島を多くの人にＰＲできた。来年
も頑張りたい」と早くも来年の出展に意欲を見せ
ました。
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